
「
さ
ざ

軍
記
」

文

体

考

な

み

そ

の

写

実

性

と

人

間

愛

文
体
と
い
う
語
は
、
今
日
多
義
語
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
乙
れ
を
作
品
の
表
現
と
そ
の

背
後
に
あ
る
作
者
の
精
神
的
泉
本
姿
勢
と
考
え
、
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
の
椛
恕
・
表
現
・
改
稿

過
程
の
精
査
を
通
し
て
、
作
者
・
井
伏
鱒
二
の
文
体
確
立
過
程
と
、
そ
乙
に
一
貫
す
る
材
利
の

方
向
性
を
見
通
し
て
み
た
い
。

乙
の
作
品
は
、
作
者
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
大
正
末
年
か
悶
和
初
年
頃
者
恕
し
て
以
来
、
昭
和

十
三
年
ま
で
を
か
け
て
断
続
的
に
執
筆
さ
れ
た
。
作
品
の
各
章
に
は
、
執
筆
時
の
作
者
の
文
体

を
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
、
十
余
年
間
の
作
者
の
文
体
的
成
長
過
程
を
、
作
中
の
主
人
公
の
一
年

足
ち
ず
の
日
記
の
そ
れ
に
伸
制
約
し
、
主
人
公
の
魚
速
な
成
長
ぶ
り
存
表
現
し
よ
う
と
意
図
し
た

と
い
う
。
と
れ
に
従
っ
て
大
ま
か
に
言
え
ば
、
作
者
の
無
名
作
家
時
代
か
ら
、
一
応
文
理
的
位

置
を
確
立
す
る
ま
で
の
文
伴
的
足
ど
り
が
、
乙
の
一
作
中
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
と
に
な
る
。

作
者
の
文
休
確
立
過
程
と
そ
れ
を
貫
く
特
科
姿
勢
を
見
る
上
で
、
恰
好
の
資
料
と
い
え
よ
う
。

注
川

作
品
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
東
郷
克
美
氏
の
論
に
、
す
で
に
詳
し
い
。
論
述
の
都
合

か
ら
、
乙
れ
に
作
者
の
発
弓
一
一
日
ロ
を
参
照
し
、
集
者
の
説
明
を
加
え
る
と
、
次
の
遇
り
で
あ
る
。
作

品
改
杭
過
程
に
も
注
目
す
る
必
要
上
、
川
中
行
本
・
全
然
に
も
最
少
限
度
ふ
れ
て
お
く
。

。
大
正
末
年
か
昭
和
初
年
頃
、
作
品
構
想
を
得
る
0

0
大
正
ヤ
五
副
読
昭
和
二
年
初
頃
、
冒
頭
十
枚
位
を
執
筆
。
昭
和
二
年
末
か
三
年
初
頃
、
後

半
を
書
き
足
す
。
(
朱
見
)

。
昭
和
五
年
三
月
雑
誌
「
文
学
」
に
上
記
原
稿
を
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
(
寿
永
二
年
七
月

十
五
日

i
七
月
二
十
八
日
)
と
し
て
一
括
発
表
。
(
本
一
ね
で
は
、
乙
れ
を
仮
り
に
「
逃
げ
て

行
く
記
録
」
初
出
稿
と
す
る
。
)

・
同
和
五
年
七
月
単
行
本
『
な
つ
か
し
き
現
実
』

(
新
文
学
長
書
・
改
造
社
)
に
、

「
逃
げ

木

東

士
口

村

て
行
く
記
録
」
を
改
稿
の
上
収
録
。

O
昭
和
五
年
六
月
l
六
年
十
月
雑
誌
「
作
品
」
に
、

永
二
年
八
月
十
六
日

l
八
月
二
十
二
日
)
を
発
表
。

た
だ
し
、
「
逃
亡
記
伺
」
は
、
発
表
は
返
い
が
八
月
十
六
日

i
同
ヤ
九
日
昼
の
記
事
で
、

「
逃
亡
記
付
」
の
前
に
白
か
れ
る
も
の
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
逃
亡
記
付
」

i

「
逃
亡
記
田
」
に
は
、
日
付
け
が
な
い
。
今
、
「
同
じ
日
の
夜
」
「
そ
の
翌
日
」
等
の
日
付

け
を
字
義
過
り
解
し
、
お
の
湿
り
整
理
し
た
。
し
か
し
、
乙
の
巡
り
で
は
、
「
西
海
日
記
」

の
記
事
と
の
悶
に
矛
盾
が
生
ず
る
。
乙
の
点
に
関
し
て
は
後
(
二
節
〉
に
ふ
れ
る
。

O
昭
和
七
年
一
月
『
R
O
M
A
N
』
(
年
刊
小
説
一
九
三
二
年
版
厚
生
問
書
応
)
に
「
逃
亡

記
国
」
を
再
掲
0

・
昭
和
九
年
四
月
単
行
本
『
逃
亡
記
』
(
改
造
社
)
に
、
「
逃
亡
記
付
」

i
「
逃
亡
記
伺
」

を
改
稿
の
上
、
一
括
収
録
。

O
昭
和
十
二
年
六
月
雑
誌
「
文
芸
」
に
「
西
海
日
記
」
〈
寿
永
二
年
九
月
二
十
四
日
l
九
月

二
十
九
日
)
を
発
表
。

O
昭
和
十
三
年
一
月
i
四
月
雑
誌
「
文
学
界
」
に
「
早
春
日
記
付
」

l
「
早
春
日
記
伺
」
ハ

寿
永
三
年
一
月
二
十
九
日
l
三
月
四
日
)
を
発
表
。

-
昭
和
十
三
年
四
月
単
行
本
『
さ
ぎ
な
み
軍
記
』
(
河
出
脊
房
)
と
し
て
、
「
逃
げ
て
行
く

記
録
」

l
「
早
奔
日
記
」
を
一
括
笠
迎
改
稿
の
上
刊
行
。

O
昭
和
十
三
年
十
月
雑
誌
「
文
学
界
」
に
「
続
・
さ
ざ
な
み
軍
記
」
(
芳
永
三
年
四
月
四
日

ー
四
月
十
日
)
を
発
表
。

な
お
、
単
行
本
『
さ
ざ
な
み
軍
記
付
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎
間
流
記
』
(
昭
和
十
六
年
一
月

河
出
品
中
日
房
刊
)
、
『
新
日
本
文
学
金
銭
第
十
巻
弁
伏
師
二
集
』
(
昭
和
十
七
年
九
月
改

造
社
刊
)
、
『
弁
伏
間
二
全
然
第
一
巻
』
(
昭
和
四
十
二
年
二
月
築
障
害
房
刊
)
等
に
収
録
の

際
に
も
、
字
句
・
勾
読
点
の
ほ
か
、
一
部
削
除
を
合
む
部
分
的
改
稿
が
あ
る
。
ま
た
、
「
続

「
逃
亡
記
付
」

l
「
逃
亡
記
伺
」

〈寿

oo 

p
h
u
 



-
さ
ぎ
な
み
軍
記
」
は
、
い
ず
れ
の
単
行
本
・
全
然
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
作
者
は
乙
の
作
品
を
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
「
逃
亡
記
」
「
西
海

日
記
」
「
早
春
日
記
」
の
四
宮
松
成
と
し
、
「
杭
・
さ
百
な
み
認
記
」
は
、
乙
れ
を
抹
殺
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
作
者
は
、
実
際
に
は
か
な
り
改
稿
の
祭
を
加
え
て
い
る
〈
特

に
、
前
半
二
琶
を
初
出
杭
か
ら
単
行
本
に
初
め
て
収
め
た
際
)
が
、
最
少
限
度
の
改
稿
に
と
ど

め
た
と
す
る
。

最
初
に
、
作
品
全
体
の
椛
想
法
に
ふ
れ
て
お
く
。
こ
の
作
品
の
よ
う
に
長
年
月
を
か
け
て
断

続
的
に
執
指
し
た
も
の
に
、
川
端
政
成
の
『
雪
同
』
が
あ
る
(
乙
の
作
品
は
、
昭
和
十
年
か
ら

足
か
け
十
四
年
を
裂
し
て
完
成
さ
れ
た
。
)
が
、
椛
恕
反
聞
の
方
法
も
両
者
に
共
通
し
た
所
が

あ
る
。
最
初
か
ら
全
体
椛
恕
が
確
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
段
階
的
に
松
恕
が
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
く
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
川
端
は
「
は
じ
め
の
叡
分
を
書
い
て
ゐ
る
時
に
、

お
し
ま
ひ
の
材
料
は
ま
だ
実
際
に
お
こ
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
」
と
言
い
、
井
伏
が
「
文
体
は
そ
の

乙
ろ
自
分
の
書
く
通
り
の
も
の
に
し
て
、
事
態
に
対
す
る
判
断
の
仕
方
は
主
人
公
で
あ
る
仮
定

の
少
年
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
」
「
乙
の
物
語
は
私
の
十
年
間
の
気
持
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
貼

り
つ
け
た
ア
ル
バ
ム
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
所
か
ら
も
そ
れ
は
推
定
さ
れ
る
。
独
立

性
の
強
い
名
立
が
、
順
次
杭
み
上
げ
ら
れ
て
作
品
会
休
ぞ
椛
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
雪

国
』
に
閃
し
て
抑
制
只
英
夫
氏
が
源
氏
物
語
様
式
、
あ
る
い
は
「
事
実
か
ら
川
時
的
に
た
ち
の
ぼ

円
注
お
】

っ
た
ゆ
め
の
統
合
体
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
と
、
類
似
し
た
様
式
が
乙
乙
に
も
認
め
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
。

『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
の
場
合
、
作
者
は
、
平
家
の
某
少
年
公
達
を
主
人
公
と
し
、
彼
が
生
野

の
羽
田
あ
た
り
ま
で
逃
げ
の
び
て
行
く
絞
を
、
日
記
体
で
書
く
予
定
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る

が
、
定
ま
っ
て
い
た
の
は
そ
の
辺
り
ま
で
で
、
少
し
只
体
的
な
点
に
な
る
と
、
執
第
時
に
熟
し

て
来
た
椛
恕
に
従
っ
て
、
半
独
立
的
に
詳
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
初
出
稿

を
少
し
点
検
し
て
み
れ
ば
、
作
者
は
す
で
に
容
さ
上
げ
た
前
の
辛
に
影
怨
吉
れ
ず
、
執
怨
時
の

文
休
と
心
情
と
を
正
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
立
図
的
に
前
の
辛
を
見
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
さ
え
あ
る
。

た
と
え
ば
、
官
地
小
太
郎
が
最
初
に
述
れ
て
来
た
部
下
の
数
は
、
「
逃
亡
記
」
で
は
三
名

で
、
「
西
海
日
記
」
初
出
稿
で
は
乙
れ
が
七
名
に
な
っ
て
い
る
。
前
の
章
を
事
前
に
読
み
返
し

て
さ
え
い
れ
ば
簡
単
に
避
け
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
錯
誤
が
、
多
数
あ
る
の
で
あ
る
。

仲
町
の
迫
り
の
帥
引
い
は
「
逃
亡
記
」
初
出
杭
で
は
六
月
、

m行
本
『
逃
亡
記
』
で
七
月
、
「
早

春
日
記
」
で
は
十
月
に
な
る
。
小
太
郎
は
「
西
昨
日
記
」
で
十
九
歳
・
二
十
一
歳
の
時
、
保

一
見
・
平
治
の
乱
に
参
加
し
た
と
あ
る
の
か
ら
、
芳
永
三
年
の
彼
は
四
十
七
歳
に
し
か
な
ら
な
い

は
ず
だ
が
が
、
一
の
谷
の
戦
い
で
「
生
年
六
ヤ
歳
」
と
名
の
る
。
「
逃
亡
記
」
で
は
夜
営
の
陣

で
も
父
親
と
い
っ
し
ょ
で
な
く
て
は
眠
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
修
理
太
夫
の
末
子
(
敦
盛
)
が
、

半
年
後
の
「
早
春
日
記
」
で
は
、
妻
帯
し
て
子
供
も
あ
っ
た
乙
と
に
な
る
の
も
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
逃
亡
記
」
八
月
二
十
一
日
の
記
に
す
で
に
出
て
来
る
左
中
将
入
水
引
件
が
、
「
西

海
日
記
」
で
は
、
九
月
十
三
日
の
夜
の
と
と
と
さ
れ
(
九
月
二
十
九
日
の
記
)
、
さ
ら
に
「
早

存
日
記
」
で
は
、
そ
の
左
中
将
の
供
を
し
て
、
主
人
公
が
似
何
百
行
に
出
か
け
る
(
二
月
一
日
の

記
)
と
な
る
と
、
読
者
は
戸
惑
わ
、
ざ
る
を
符
な
い
。
(
「
口
↑
恭
日
記
」
の
左
中
将
は
、
同
名
異

人
と
考
え
れ
ば
、
一
応
処
刑
ι
は
つ
く
。
ち
な
み
に
、
同
名
良
人
の
的
役
は
、
他
に
数
名
あ
る
。

逆
に
十
丁
一
と
飛
び
の
治
郎
治
の
場
合
は
、
「
西
初
日
記
」
初
出
杭
で
三
郎
治
、
「
続
・
さ
ざ

な
み
軍
記
」
で
は
次
郎
治
と
三
転
し
て
い
る
。
)

ま
た
一
節
で
も
ふ
れ
た
通
り
、
「
逃
亡
記
」
の
後
半
は
日
付
け
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い

る
が
、
し
か
し
、
「
そ
の
日
の
夜
」
「
そ
の
翌
日
」
等

ω
日
付
け
は
、
そ
の
字
義
辺
り
僻
し
て

文
脈
上
不
都
合
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
解
す
る
と
、
「
逃
亡
日
」
の
末
日
は
、
八
月

二
十
二
日
と
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
「
五
日
余
り
」
後
と
さ
れ
る
。
「
西
海
日
記
」
の
初
日
が
、

九
月
二
十
四
日
で
は
お
か
し
い
乙
と
に
な
る
。
逆
に
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
「
五
日
余
り
」
前
を

「
逃
亡
記
」
末
日
と
し
て
み
る
と
、
そ
の
前
夜
、
主
人
公
は
お
上
に
割
削
加
を
見
て
い
る
か
ら
、

九
月
十
日
、
主
上
を
奉
じ
た
平
家
一
円
が
北
九
州
各
地
を
転
々
し
た
末
、
笠
前
初
捕
に
若
い
た

と
す
る
九
月
二
十
九
日
の
記
事
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
乙
の
間
の
詞
整
は
不
能
と
な
る

わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
も
、
事
の
性
格
と
し
て
は
単
純
で
、
前
記
の
諸
例
と
同
じ
で
あ
ろ
う

椛
想
変
更
と
見
る
べ
き
例
も
あ
る
。
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
「
逃
亡
記
」
で
は
、
中
納
言
放

注
判

盛
の
末
子
業
盛
を
主
人
公
に
想
定
し
て
い
る
が
、
「
西
海
日
記
」
以
後
は
、
乙
れ
を
新
中
納
言

知
盛
の
長
子
知
立
に
改
め
て
い
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
主
人
公
は
平
家
の
某
少
年
公
達
と

だ
け
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
想
定
人
物
の
変
支
が
、
即
、
松
恕
変
克
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
「
逃
亡
記
判
」
の
冒
頭
の
注
で
、
作
者
が
主
人
公
を
文
学
少
年
と
呼
ん

で
い
る
悶
は
、
平
家
物
語
中
最
も
慰
の
浪
い
人
物
と
さ
れ
る
教
盛
(
清
盛
の
弟
だ
が
娘
婿
藤
原

成
径
が
鹿
ガ
谷
の
訣
訴
に
連
座
す
る
な
ど
し
て
、
平
家
一
門
中
で
微
妙
な
位
置
に
あ
り
、
官
位

の
昇
進
も
遅
れ
た
。
〉
を
父
親
と
し
、
主
人
公
が
積
極
的
行
動
を
開
始
す
る
と
、
平
家
き
つ
て

の
知
到
来
的
の
若
い
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
知
盛
を
父
親
と
し
て
い
る
と
乙
ろ
に
は
、
数
分
根
深

n
y
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い
も
の
も
推
定
さ
れ
る
。
単
行
本
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
に
収
め
ら
れ
た
時
、
主
人
公
を
知
盛
の

子
と
し
て
統
一
さ
れ
る
が
、
父
親
像
に
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
も
の
が
無
い
。
七
月
十
八
の
記

事
の
主
人
公
の
新
中
納
言
(
知
盛
)
に
対
す
る
敬
語
法
に
は
、
父
親
に
対
す
る
そ
れ
と
し
て
は

不
自
然
な
も
の
が
「
井
伏
蹄
ニ
全
集
」
で
も
放
っ
て
い
る
。

宮
地
小
太
郎
の
変
貌
も
、
椛
恕
変
更
の
一
例
と
見
て
よ
い
。
「
逃
亡
記
同
」
初
出
杭
で
、
主

人
公
の
守
る
見
張
ム
口
に
駆
け
つ
け
た
小
太
郎
は
、
=
一
名
の
部
下
を
つ
れ
た
だ
け
の
「
乙
の
付

近
の
荘
園
|
|
参
の
庄
と
い
ふ
領
域
内
に
住
む
土
若
の
侍
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
八
月
二
十
一
日
、
主
人
公
の
配
下
に
若
い
た
の
は
彼
で
は
な
く
、
三
位
中
将
の
郎
党
三

郎
兵
街
と
な
っ
て
い
て
、
単
行
本
『
逃
亡
記
』
で
、
よ
う
や
く
三
郎
兵
街
と
小
太
郎
と
が
差
し

換
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
は
室
の
津
で
彼
が
「
案
内
の
兵
」
(
「
案
内
の
役
」
に
改
め
ら

れ
た
の
は
「
井
伏
師
二
全
集
第
一
巻
」
)
と
し
て
の
役
柄
を
努
め
て
い
る
の
で
「
土
若
の
侍
」

小
太
郎
の
方
が
自
然
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
乙
の
段
階
の
作
者
に
と
っ
て
小
太

郎
は
三
郎
兵
街
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
兵
の
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
乙
と
に
な
る
。
小
太
郎
の

活
躍
す
る
「
西
海
日
記
」
「
早
春
日
記
」
の
具
体
杭
恕
は
、
ま
だ
作
者
の
巾
に
無
か
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
太
郎
が
、
「
西
海
日
記
」
で
は
「
回
向
と
い
ふ
一
つ
の
白
を
領
有
し

て
ゐ
た
土
若
の
武
士
」
と
な
り
、
「
早
春
日
記
」
に
至
る
と
「
的
後
因
ぬ
の
海
賊

ω頭
領
」
に

ま
で
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
従
っ
て
、
単
行
本
『
さ
ざ
な
み
沼
記
』
で
は
「
逃
亡
記
」

の
「
こ
の
付
近
の
荘
凶
」
が
「
乙
の
付
近
の
島
問
」
九
、
「
西
海
日
記
」
の
「
田
島
と
い
ふ
・

土
器
の
武
士
」
が
「
因
島
と
い
ふ
:
:
:
土
者
の
家
族
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
て
い
る
。

少
し
注
意
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
点
が
多
数
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
が
ほ
と
ん
ど
こ

れ
を
問
題
に
し
な
い
の
は
、
作
品
が
主
人
公
の
材
料
的
成
長
過
程
に
屯
↑
点
を
置
い
た
、
短
ね
述

作
椛
ー
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
『
さ
ざ
な
み
沼
記
』
と
『
吉
凶
』
の
松
恕
上
の
類
似
性

は
、
以
上
の
点
か
ら
了
解
さ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
『
さ
ざ
な
み
沢
記
』
名
立
の
独
立

性
の
強
さ
も
、
乙
乙
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
の
場
合
、
そ
の
各
立
の
主
題
を
控
理
し
て
み
れ
ば
、
「
逃
げ
て
行
く
記

録
」
で
は
、
主
人
公
の
絶
望
的
運
命
の
自
覚
と
亡
び
行
く
文
化
へ
の
哀
惜
の
情
を
拍
き
、
「
逃

亡
記
」
で
は
、
庶
民
の
中
に
甘
い
希
望
を
抱
き
、
や
が
て
そ
の
甘
え
を
脱
却
す
る
内
面
的
妨
包

過
程
が
捉
え
ら
れ
、
「
西
海
日
記
」
で
は
、
絶
望
的
四
回
の
状
況
下
で
、
目
前
の
現
実
に
最

善
を
尽
し
て
安
ん
ず
る
乙
と
を
庶
民
に
学
ん
だ
主
人
公
が
、
一
武
将
と
し
て
自
立
す
る
過
程
が

示
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
早
春
日
記
』
に
至
っ
て
、
一
の
谷
の
戦
い
を
前
に
、
個
人
の
力
の
限
界

を
確
認
す
る
と
、
退
い
て
庶
民
の
中
に
力
を
貯
え
て
い
こ
う
と
努
め
つ
つ
、
そ
の
途
上
に
お
い

て
倒
れ
る
盗
が
拙
か
れ
て
い
る
。
短
命
的
威
力
を
持
っ
て
迫
る
歴
史
的
状
況
に
対
し
、
い
か
に

注

ω

生
き
る
か
を
問
い
続
け
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
寺
田
送
は
作
者
を
浪
漫
主
義
者
と
し
、
白
井
吉

注
川

見
は
、
古
典
主
義
的
決
意
を
持
っ
た
作
家
と
見
る
の
だ
が
、
生
き
ん
と
す
る
浪
漫
的
精
神
を
充

分
に
内
に
合
み
つ
つ
、
一
貫
し
て
歴
史
的
現
実
に
直
面
し
て
い
く
姿
勢
を
こ
乙
に
見
る
乙
と
が

で
き
る
。
乙
の
骨
太
い
人
生
態
度
を
映
す
文
体
が
、
作
品
の
根
幹
を
貫
い
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
か
か
る
文
体
を
文
え
る
内
面
的
機
椛
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
以
下
、
作
品
各

立
の
実
態
に
即
し
て
、
見
て
い
く
乙
と
に
す
る
。

作
品
第
一
立
に
あ
た
る
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
で
は
、
押
し
寄
せ
る
木
明
勢
の
前
に
、
主
人

公
が
、
絶
望
的
運
命
を
自
覚
す
る
前
半
と
、
亡
び
行
く
文
化
へ
の
哀
惜
の
情
を
持
ち
つ
つ
帝
都

を
逃
亡
し
て
海
上
に
逃
れ
る
ま
で
を
描
い
た
後
半
と
に
、
主
題
が
分
か
れ
る
。
主
人
公
は
、
そ

乙
で
歴
史
的
運
命
の
波
を
ま
と
も
に
か
ぶ
り
な
が
ら
、
事
態
に
直
接
立
ち
向
か
い
得
な
い
少
年

の
立
場
か
ら
、
無
心
な
傍
観
者
的
余
裕
を
残
し
て
事
態
を
捉
え
て
い
る
。

表
現
技
法
と
し
て
は
、
新
感
覚
派
の
運
動
と
述
到
す
る
形
で
作
者
自
身
が
独
自
の
文
休
と
し

て
生
み
出
し
た
翻
訳
口
調
、
作
者
の
絵
画
の
紫
誌
を
京
本
と
す
る
桧
間
的
拙
写
法
、
映
回
の
方

法
と
し
て
考
案
さ
れ
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
初
回
良
川
法
と
い
っ
た
も
の
が
駆
使
さ
れ
、
前
半
で

は
、
九
州
か
ら
の
凱
施
軍
を
迎
え
た
夜
、
北
国
鋲
定
平
取
亡
の
悲
報
を
受
け
て
の
帝
都
の
町
の

人
々
の
悲
嘆
・
動
騒
、
京
に
早
く
も
入
り
込
ん
で
来
た
一
人
二
人
の
兵
に
も
狼
狽
す
る
父
親
や

そ
の
身
替
り
と
し
て
の
三
郎
次
の
死
、
限
れ
ぬ
夜
の
物
思
い
等
、
外
側
か
ら
迫
り
来
る
も
の
を

そ
れ
に
応
じ
て
起
き
る
内
側
の
情
誌
に
捉
え
て
順
次
配
列
し
、
社
会
的
動
態
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
、
同
時
に
、
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
主
人
公
に
は
、
せ
ま
り
来
る
運
命
的
事
態
を
自
覚
さ
せ

て
い
る
。
人
物
や
物
の
勤
き
を
、
動
き
の
ま
ま
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
跡
も
見
え
、
映
間
的
技

法
の
導
入
に
芯
識
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
素
材
を
平
家
物
語
等
の
古
典
に
求
め
て
い
る
た

め
、
全
体
に
絵
巻
物
凪
の
印
象
が
あ
る
が
、
作
者
の
索
廷
が
日
本
間
に
あ
る
た
め
か
、
有
島
武

郎
の
作
品
等
に
比
す
れ
ば
、
五
感
的
迫
力
を
欠
く
。
七
月
十
六
日
の
北
国
鋲
定
早
敗
亡
の
悲
報

を
受
け
て
の
帝
都
の
勤
騒
を
描
い
た
部
分
に
し
て
も
、
読
者
が
作
品
に
少
し
距
離
を
白
い
て
見

た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
居
風
桧
の
印
象
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
つ
一
つ
の
主
題
は
、
き
び
し
く
拍
き
切
ら
れ
、
鮮
や
か
な
場
面
転
扶
を
日
記
の

日
付
け
で
自
然
な
も
の
と
し
つ
つ
、
一
気
に
主
人
公
を
運
命
的
事
態
に
直
面
さ
せ
て
い
る
。
主

人
公
の
眼
前
で
父
の
身
替
り
の
三
郎
次
の
首
が
京
悶
兵
に
ね
じ
切
ら
れ
、
武
兵
が
奇
い
取
ら
わ

る
ね
を
拙
き
切
ら
せ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
見
る
こ
と
が
、
即
、
運
命
に
直
面
す
る

乙
と
な
の
で
あ
る
。
乙
の
部
分
は
、
初
出
杭
か
ら
『
な
つ
か
し
き
現
実
』
所
収
形
へ
の
改
杭
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で
、
最
も
多
く
加
筆
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
作
者
の
力
の
入
れ
ど
こ
ろ
を
知
る
意
味

で
、
次
に
引
用
す
る
。

彼
の
言
葉
が
終
る
と
同
時
に
、
彼
と
彼
の
相
手
と
は
、
尽
に
ま
た
が
っ
た
ま
ま
格
闘
を

〔
両
手
]

は
じ
め
た
。
裸
馬
の
騎
手
は
力
置
に
於
て
割
削
例
以
制
す
ぐ
れ
て
ゐ
た
。
彼
は
〔
左
刷
出
町

〔

t
申
τ
4〕

割
削
叫
司
副
叫
劃
叫
目
配
引
制
針
引
副
手
で
も
っ
て
三
郎
次
の
頭
を
つ
か
み
、
引

U
可
制
岨

[
冬
一
う
し

t
hい
は
}

作
な
く
三
郎
次
の
首
を
ね
ぢ
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
郎
次
の
胴
体
か
ら
は
、
四
尺
ば
か
一
り

の
高
さ
に
血
潮
の
郡
水
が
ほ
と
ば
し
り
、
駅
休
み
づ
か
ら
を
赤
く
深
め
土
地
に
も
血
潮
の

斑
点
を
し
る
し
た
。
裸
馬
の
騎
手
は
、
三
郎
次
の
旧
体
が
黒
馬
の
鞍
か
ら
落
下
す
る
よ
り

〔
町
)

先
に
、
三
郎
次
の
黄
金
a
つ
く
り
太
万
を
う
ば
ひ
と
り
、
そ
れ
を
裸
馬
の
手
絡
に
む
す
び
つ

け
た
。
三
郎
次
の
胴
体
は
鞍
の
上
で
安
定
を
た
も
っ
て
、
馬
は
す
で
に
意
志
の
な
く
な
っ

た
騎
手
を
の
せ
た
ま
ま
、
乙
の
動
物
も
窓
志
を
失
っ
た
か
の
如
く
静
か
に
立
っ
て
ゐ
た
。

{

強

]

〔

ね

じ

切

っ

+

い

〕

裸
馬
の
騎
手
は
、
あ
く
ま
で
盗
癖
が
つ
よ
か
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
紅

U
以
μ
い
引
制
三
郎

〔

か

ら

〕

〔

を

〕

?

と

ら

)

次
の
頭
副
剛
山
州
引
抜
乱
引
司
ょ
う
と
し
て
、
兜
の
鍬
形
を
持
っ
て

E
同
制
刷
割
制
劃
乱
暴

、

そ

れ

政

〕

「

は

〕

〔

士

。

〕

に
振
り
ま
は
し
た
。
引
引
宣
言
次
の
罰
如
の
鉢
か
ら
抜
け
溶
ち
引
剖
引
叫
即
刻
自

分
の
頭
に
か
ぶ
っ
た
。

〔築〕

私
は
乙
の
格
闘
の
こ
れ
以
上
の
経
過
を
見
て
ゐ
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
和
ば
垣
の

か
げ
に
か
く
れ
て
か
た
く
目
を
閉
ぢ
た
。
乙
ん
な
惨
忍
な
出
来
事
は
あ
る
べ
き
乙
と
で
な

い
。
私
は
兵
乱
と
い
ふ
も
の
を
嫌
悪
す
る
。
け
れ
ど
今
度
の
兵
乱
は
、
ま
だ
漸
く
そ
の
発

(
E
ニ
ろ
で
あ
ろ
。
ν

端
に
達
し
よ
う
と
し
か
け
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
。
(
『
な
つ
か
し
き
現
実
』

所
収
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
・
〔
〕
内
初
出
稿
。
傍
線
部
が
加
怒
部
分
で
あ
る
0

)

行
為
の
残
忍
さ
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
乙
れ
を
受
け
と
め
る
主
人
公
の
苦
悩
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
乙
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
一
人
の
木
曽
兵
に
、
主
人
公
は
運
命
の
先
端
的
な
も
の

を
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
乙
れ
に
対
し
、
目
を
か
た
く
閉
じ
る
が
、
か
た
く
閉

じ
れ
ば
閉
じ
る
ほ
ど
、
見
る
べ
き
も
の
の
す
べ
て
を
、
す
で
に
見
て
し
ま
っ
た
乙
と
が
一
層
明

確
に
確
認
さ
れ
る
。
目
を
閉
じ
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
運
命
受
忍
の
ポ
l
ズ
で
あ
る
。
主
人

公
に
は
さ
ら
に
、
乙
の
木
明
兵
の
背
後
か
ら
押
し
寄
せ
て
来
る
五
万
の
軍
勢
、
乙
れ
に
合
力
の

返
牒
を
送
っ
た
と
い
う
山
門
の
大
衆
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
も
、
主
人
公
が
三
郎
々

を
身
替
り
に
立
て
、
修
牲
に
し
た
父
親
に
対
し
、
「
私
は
か
う
い
ふ
誤
謬
を
憎
む
」
と
批
判
す
る

以
上
、
彼
は
、
正
面
か
ら
こ
の
事
態
を
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
題
は
一
気
に
追
い
つ

め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
作
者
は
、
乙
乙
で
主
人
公
に
自
棄
的
行
動
も
捨
身
の
行

動
も
さ
せ
て
い
な
い
。
か
わ
り
に
、
こ
こ
で
、
し
ば
ら
く
時
間
を
置
く
の
で
あ
る
。

作
者
は
、
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
を
前
半
と
後
半
と
に
分
け
、
間
に
約
一
年
間
の
取
を
置
い

て
執
筆
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
乙
れ
に
従
え
ば
、
前
半
〈
多
分
、
寿
永
二
年
七
月
十
八
日
頃
ま

で
)
、
主
人
公
が
絶
望
的
状
況
を
確
認
し
た
あ
た
り
で
、
作
者
は
一
年
間
、
準
を
お
い
た
乙
と

に
な
る
。
主
人
公
の
置
か
れ
た
状
況
に
、
そ
れ
で
変
化
や
隙
が
出
て
来
る
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
こ
の

よ
う
な
主
人
公
を
一
年
間
抱
え
て
い
た
(
期
間
が
一
年
に
な
っ
た
の
は
、
作
者
自
身
の
文
体
的

成
熟
を
待
つ
と
い
う
別
の
意
図
も
あ
っ
た
。
)
作
者
は
、
や
が
て
六
波
絡
を
「
父
で
あ
り
母
で

あ
る
」
と
す
る
自
負
心
を
、
主
人
公
の
内
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
亡
び
行
く
文
化
へ
の
哀
惜
と
い

う
新
た
な
主
題
を
た
て
る
乙
と
に
よ
り
、
強
い
が
文
化
的
洗
練
を
受
け
て
い
な
い
木
曽
兵
に
対

し
、
弱
い
が
高
度
の
文
化
的
洗
練
を
受
け
て
い
る
平
家
一
門
と
い
う
、
前
半
と
は
別
の
一
面
を

捉
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
乙
の
翠
で
は
、
前
半
で
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
底
と
す
る
絶
望
的
運
命
の
確
認
を
し
、

後
半
に
は
亡
び
の
美
学
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
対
置
し
、
主
人
公
は
絶
望
の
底
に
あ
っ
て
、
な
お

一
程
の
精
神
的
安
定
を
回
復
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
帝
都
逃
亡
の
場
面
、
旧
都
福
原
炎
上
の
場

面
、
朝
日
の
海
上
に
没
す
る
烏
を
描
く
坊
面
等
が
、
い
す
れ
も
一
種
の
美
意
識
を
伴
う
ゆ
と
り

を
も
っ
て
、
主
人
公
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
作
品
椛
成
を
す
か
し
て
見
え
て
来
る
作

者
の
精
神
的
姿
勢
で
あ
る
。
回
復
さ
れ
て
い
た
精
神
的
均
衡
が
、
も
し
、
必
ず
し
も
最
初
か
ら

予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
な
く
、
作
者
が
執
筆
時
の
文
休
と
心
情
と
を
純
粋
な
形
で
反
映
し
た

結
果
だ
と
す
れ
ば
、
前
半
の
主
題
を
追
い
つ
め
、
そ
の
絶
望
し
た
主
人
公
を
一
年
間
抱
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
た
わ
め
ら
れ
た
作
者
の
精
神
が
、
自
然
な
回
復
運
動
に
よ
っ
て
後
半
の
主
題

を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
乙
乙
に
、
と
の
作
者
の
精
神
姿
勢
の
基
本
的
精
道
を
、
底
間
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
を
見
た
だ
け
で
は
、
最
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
後
半

を
、
た
だ
一
年
間
の
問
を
置
い
て
書
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
乙
で
、
次
に

「
逃
亡
記
」
以
下
の
創
作
過
程
を
追
跡
し
、
そ
乙
に
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
ζ

と
を
確
認

し
た
い
。
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四

「
逃
亡
記
」
に
は
、
主
人
公
の
庶
民
に
か
け
た
甘
い
期
待
が
、
冷
厳
な
現
実
に
ふ
れ
て
は
か

な
く
被
れ
た
後
、
党
丹
に
新
た
な
希
望
を
見
出
し
い
く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
作

品
精
進
を
、
内
面
か
ら
支
え
て
い
る
作
者
の
精
神
姿
勢
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
作
品
の
創
作



過
程
に
そ
っ
て
、
作
者
の
精
神
的
紡
包
の
様
を
た
ど
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

一
節
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
初
出
稿
で
は
、
現
行
本
の
八
月
十
九
日
夜
に
あ
た
る
部
分
か
ら
後

が
、
「
逃
亡
記
付
」

i
「
逃
亡
記
臼
」
と
し
て
ま
ず
発
表
さ
れ
、
八
月
十
六
日

l
十
九
日
昼
ま

で
の
記
事
は
、
「
逃
亡
記
判
」
と
し
て
、
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
逃
亡
記
付
」

i
「
逃
亡
記
臼
」
の
部
分
は
、
正
確
な
日
付
け
が
無
い
ま
ま
発
表
犬
、
れ
た
。

「
逃
亡
記
伺
」
の
冒
頭
の
注
に
も
、
作
者
は
「
(
主
人
公
の
)
乙
の
少
年
は
混
乱
の
た
め
気
が

顕
倒
し
て
ゐ
た
ら
し
く
、
正
確
な
日
づ
け
を
書
く
こ
と
な
ど
も
忘
れ
て
ゐ
る
」
と
記
し
、
作
品

中
の
地
名
も
伏
せ
て
あ
る
。
日
付
け
を
伏
せ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
意
識
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
作
者
は
、
後
か
ら
日
付
け
と
相
場
所
を
明
記
し
た
「
逃
亡
記
判
」
を
「
逃
亡
記

付
」
の
前
に
加
え
、
全
体
の
そ
れ
を
特
定
し
、
し
か
も
そ
の
時
は
、
地
名
に
も
「
嗣
の
津
」
と

実
名
を
使
う
の
だ
が
、
「
早
春
日
記
」
に
同
じ
場
所
が
出
て
来
る
時
、
再
び
「
室
の
津
」

(
室
の
木
の
あ
る
津
と
い
う
芯
味
だ
と
い
う
。
現
在
の
岡
山
県
の
室
の
津
で
は
な
い
。
)
と
仮

名
に
改
め
、
以
後
、
単
行
本
『
さ
ぎ
な
み
軍
記
』
で
、
全
体
を
「
室
の
津
」
に
統
一
し
て
い

る
。
格
恕
の
動
指
の
跡
は
明
ら
か
で
あ
る
。

最
初
、
作
者
が
日
付
け
と
場
所
を
伏
せ
て
作
品
枯
想
を
立
て
た
の
は
、
人
間
の
心
理
の
深
厄

に
ま
で
鉛
鉦
を
お
ろ
し
、
主
人
公
の
精
神
的
自
立
と
紡
程
過
程
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
拍
き
出
し

て
い
る
こ
と
か
2

り
し
て
、
歩
の
中
に
似
た
状
況
設
定
を
便
宜
と
し
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。

「
逃
亡
記
付
」
は
、
主
人
公
と
梨
の
木
の
あ
る
家
の
少
女
と
の
密
会
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。

乙
の
場
面
の
美
し
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
定
評
が
あ
る
が
、
乙
の
場
面
が
す
で
に
歩
の
中
の

雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
作
者
の
ね
ら
い
は
、
乙
の
場
面
を
、

新
興
芸
術
派
の
作
家
逮
と
も
向
調
回
路
を
持
っ
た
表
現
で
、
少
し
お
ど
け
た
美
し
い
桧
に
し
て

み
せ
る
と
と
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
少
女
と
密
会
し
、
少
女
の
脱
定
勧
誘
を
受
け
る
場

面
を
設
定
し
、
主
人
公
の
心
底
に
湧
起
る
、
ほ
と
ん
ど
実
存
的
次
元
に
お
け
る
生
へ
の
希
求
が

自
覚
さ
れ
る
さ
ま
を
描
く
乙
と
こ
そ
去
の
意
図
で
あ
っ
た
。
主
人
公
の
気
持
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

①
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私
は
彼
女
の
純
情
に
感
動
す
べ
き
筈
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
私
は
彼
女
の
衣
服
や

頭
髪
の
に
ほ
ひ
に
よ
っ
て
有
頂
天
に
な
っ
た
。
私
は
片
手
を
彼
女
の
肩
に
の
せ
、
彼
女
が

そ
れ
を
搭
し
が
っ
て
何
か
気
持
の
よ
い
乙
と
を
暗
い
て
ゐ
て
く
れ
さ
へ
す
れ
ば
、
そ
れ
で

〈刀

よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
は
私
は
私
た
ち
の
階
級
以
外
の
人
に
厚
意
を
示
し
て
も
ら
い
た

傍
線
部
①
は
、
い
わ
ゆ
る
井
伏
流
の
、
わ
ざ
と
的
を
は
ず
し
て
行
情
を
抑
制
し
た
表
現
だ

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
主
人
公
が
、
乙
乙
で
男
女
の
情
愛
の
問
題
を
は
る
か
に
突
き
抜
け
た
所
で

人
間
の
実
存
的
次
元
の
生
の
喜
び
を
、
は
っ
き
り
と
認
め
て
い
る
。

彼
が
乙
の
自
覚
を
得
た
時
、
傍
線
部
@
に
見
ら
れ
る
通
り
、
庶
民
階
級
九
の
求
愛
の
情

が
、
滋
し
く
調
印
き
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
心
理
の
深
層
の
怠
識
が
、
主
人
公
に
自
覚

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
(
従
っ
て
、
乙
の
部
分
の
文
脈
に
は
、
官
一
回
的
な
意
味
が
あ
る
乙
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
技
法
も
、
作
者
の
得
怠
と
す
る
技
法
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
表
現
法
に
は
、
文
意
の
本
筋
を
殴
昧
に
す
る
危
険
も
無
い
で
は
な
い
。
作
者
は
、
そ
の
危

険
を
防
ぐ
た
め
、
「
逃
亡
記
伺
」
を
加
え
た
時
、
八
月
十
八
日
の
記
に
宇
治
大
納
言
を
登
場
さ

せ
、
「
私
は
も
う
暫
く
し
か
生
き
て
ゐ
な
い
老
人
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
生
き
て
ゐ

た
い
の
か
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
乙
の
疑
問
に
答
へ
る
人
問
は
一
人
も
な
い
で
あ
ら
う
。
」

と
言
わ
せ
、
克
に
主
人
公
の
年
令
を
悶
わ
せ
る
な
ど
、
側
面
か
ら
主
題
の
本
筋
を
明
ら
か
に
す

る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
)

か
か
る
個
我
の
生
の
希
求
の
党
臨
自
体
が
、
亡
び
の
美
学
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
は
回
復
し

切
れ
ぬ
作
者
の
精
神
の
自
然
な
自
己
解
放
の
要
求
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
定

さ
れ
よ
う
。
以
後
は
主
人
公
の
物
の
見
方
も
当
然
変
わ
っ
て
く
る
。
平
家
一
円
も
、
も
は
や
彼

自
身
と
絶
対
不
可
分
の
運
命
共
同
体
と
は
見
ら
れ
な
く
な
り
。
平
家
一
門
の
滅
亡
を
即
自
身
の

運
命
、
平
家
を
亡
ぼ
す
新
興
階
級
を
即
敵
と
す
る
と
い
っ
た
公
式
的
人
間
観
も
、
解
消
さ
れ
て

い
る
。
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モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
技
法
も
乙
乙
で
ほ
と
ん
ど
対
比
法
に
な
り
、
平
家
一
門
に
は
絶
望
感
を
深

か
め
、
庶
民
徐
に
は
好
感
と
期
待
感
が
込
め
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
梨
の
木
の
あ
る
家

の
少
女
と
の
密
会
と
別
れ
の
場
面
で
、
主
人
公
個
人
の
生
の
希
求
が
抜
く
自
党
さ
れ
る
姿
を
捉

え
た
直
後
に
は
、
平
家
一
円
の
救
い
よ
う
の
無
い
陰
湿
で
無
統
制
な
全
体
の
動
き
を
捉
え
(
以

上
「
逃
亡
記
付
」
)
、
部
下
の
脱
走
防
止
策
と
し
て
、
平
家
一
円
を
郷
わ
せ
る
た
め
に
土
民
を

惨
殺
す
る
戦
悶
に
加
わ
り
、
主
人
公
は
一
周
脱
走
周
望
を
つ
よ
く
す
る
が
、
そ
の
直
後
に
は
、

足
命
の
最
後
の
一
瞬
、
ま
で
、
沈
苛
か
つ
勇
敢
に
戦
う
土
民
の
少
年
兵
の
姿
が
拙
か
れ
て
い
る
(

以
上
「
逃
亡
記
」
口
)
。
ま
た
、
明
る
い
内
海
の
秋
景
色
を
背
長
に
登
場
す
る
宮
地
小
太
郎
の

じ
っ
て
い
な
姿
は
、
感
動
的
で
あ
る
が
、
「
女
官
某
の
君
」
の
権
威
を
背
景
に
空
論
を
弄
す
る

中
務
附
の
御
舎
弟
に
は
、
激
し
い
嫌
悪
の
情
す
ら
見
せ
て
い
る
。

主
人
公
が
、
こ
う
し
て
平
家
一
門
に
絶
望
し
、
庶
民
に
共
感
と
期
待
を
深
め
て
い
る
時
、
六

波
経
文
化
の
終
鳴
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
主
人
公
の
笛
の
師
、
左
中
将
の
入
水
事
件
の
う

わ
さ
が
と
ど
く
。
ま
た
、
乙
の
時
か
ら
、
手
も
と
を
照
ら
す
の
が
宮
地
小
太
郎
〈
初
出
稿
で

は
、
三
郎
兵
衛
)
の
か
ざ
す
か
が
り
火
で
、
主
人
公
が
日
記
を
古
い
で
あ
る
の
も
象
徴
的
で
あ

る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
生
命
肯
定
の
庶
民
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
よ
る
、
亡
び
の
美
学
の
克
服



で
あ
る
(
以
上
、
「
逃
亡
記
同
」
。
)

た
だ
し
、
主
人
公
に
、
こ
う
し
た
精
神
的
成
長
過
程
を
歩
ま
せ
て
い
る
初
出
羽
に
お
い
て

は
、
作
者
は
乙
れ
を
批
判
す
る
玲
静
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
目
を
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
単
行
本
『
さ
ざ
な
み
立
記
』
に
は
、
そ
れ
が
あ
る
。
次
の
ニ
カ
所
で
比
較
し
て
見
れ
ば
、

そ
の
差
は
明
肢
で
あ
る
。

そ
の
一
は
、
三
位
中
将
が
、
逃
亡
者
防
止
の
苦
肉
の
気
と
し
て
、
主
人
公
を
形
式
的
侍
大
将

の
公
認
に
つ
け
た
理
由
が
次
の
よ
う
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。

私
は
偵
察
部
隊
の
侍
大
将
に
任
命
さ
れ
た
。

〔
附
止
'rn
〕

〔

閣

]

(
略
)
兵
の
脱
走
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の
苦
肉
の
計
略
と
し
て
三
位
中
将
が
私
を
こ
の
高

架
に
つ
か
せ
た
の
で
あ
ら
う
。
帝
都
を
逃
亡
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
の
私
た
ち
の
見
聞
に

〔
蛇
少
訂
U

よ
れ
ば
、
公
定
の
桁
押
す
る
部
隊
か
ら
脱
走
を
企
て
た
兵
卒
を
出
し
た
乙
と
は
粉
れ
な
の

で
あ
る
。

わ
ず
か
な
改
稿
だ
が
、
「
年
少
者
の
お
押
す
る
部
隊
」
か
ら
脱
走
兵
が
出
な
い
と
い
う
の
は

ほ
と
ん
ど
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
で
あ
る
。
乙
れ
が
、
「
逃
亡
記
判
」
に
お
い
て
、
平
家
の
位
階
段

等
の
虚
枯
性
を
見
抜
け
ぬ
ま
ま
、
支
配
者
に
一
生
を
翻
弄
さ
れ
る
三
郎
成
没
を
登
場
さ
せ
た
後

、、

の
単
行
本
『
さ
ぎ
な
み
軍
記
』
で
は
、
「
公
述
の
指
拝
す
る
部
隊
」
に
改
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
庶
民
同
出
身
の
部
下
を
見
る
作
者
の
日
の
変
化
が
、
理
解
さ
れ
よ
う
。

次
の
一
例
は
、
そ
の
差
が
も
っ
と
明
瞭
で
あ
る
。
「
逃
亡
記
」
の
末
足
、
党
汁
か
ら
笠
の
作

(
初
出
杭
で
は
「
小
さ
な
松
山
」
、
以
行
本
『
逃
亡
記
』
で
は
「
伺
の
洋
」
)
抗
祭
の
報
告
を

主
人
公
が
問
く
郎
分
で
あ
る
。
大
巾
な
改
稿
な
の
で
、
別
々
に
掲
げ
る
。

或
る
民
家
に
於
て
、
わ
れ
等
は
わ
れ
わ
れ
一
門
の
高
武
な
人
の
女
子
二
名
に
述
巡
し
た

彼
女
た
ち
は
、
そ
れ
こ
そ
非
廷
に
他
す
る
で
あ
ら
う
珍
ら
し
い
服
装
を
し
て
ゐ
た
。
所
詮

乙
の
海
浜
の
土
民
た
ち
ゃ
わ
れ
わ
れ
の
敵
兵
は
、
彼
女
た
ち
の
こ
の
服
装
を
好
む
で
あ
ら

・つ。

(
「
逃
亡
記
臼
」
よ
り
〉

或
る
民
家
に
於
て
、
わ
れ
等
は
わ
れ
わ
れ
一
円
の
女
子
二
名
に
迎
辿
し
た
。
わ
れ
わ
れ

一
門
が
一
夜
乙
の
地
に
駐
屯
し
た
際
、
く
だ
ん
の
女
子
二
名
は
脱
走
し
て
招
姉
と
な
っ
て

ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
何
も
の
も
い
ふ
べ
き
こ
と
は
な
い
。

(
が
、
可

さ
う
い
ふ
党
丹
の
報
告
は
、
私
に
は
障
を
射
ぬ
か
れ
た
よ
り
も
打
撃
で
あ
っ
剖
叫
|
党
丹

ば
不
吉
ら
し
い
顔
も
し
な
い
で
速
く
に
立
ち
の
ぼ
る
担
を
眺
め
て
ゐ
た
。
(
略
〉
ま
乙
と

〔

hV

〕

〔

も

が

v
t
h
v
o
]

に
頼
も
し
さ
う
な
勇
士
に
見
え
た
。
ふ
と
私
は
彼
に
脱
走
し
た
い
本
心
を
打
ち
あ
け
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。

(
問
中
行
本
『
さ
ぎ
な
み
軍
記
』
よ
り
。
〔
〕
内
単
行
本
『
逃
亡
記
』
)

役
者
に
は
、
白
型
的
党
限
感
が
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
に
は
こ
れ
が
無
い
。
前
者
で
は
、
担

問
と
な
っ
た
女
た
ち
に
も
努
め
て
許
容
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
態
度
が
見
え
、
後
者
に
比
駁
す
れ

ば
、
主
人
公
は
明
ら
か
に
未
躍
の
夢
の
中
に
あ
る
。
作
者
が
乙
こ
で
、
主
人
公
を
現
実
に
日
程

め
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
か
否
か
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
も
し
仮
に
日
曜
め
さ
せ
る
予

定
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
程
度
に
格
段

ω差
が
あ
る
の
は
間
近
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
原
因

は
、
「
逃
亡
記
付
」

l
「
逃
亡
記
臼
」
に
お
け
る
主
人
公
の
庶
民
へ
の
傾
倒
が
、
多
分
に
作
者

自
身
の
庶
民
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
反
映
し
た
も
の
で
、
し
か
も
、
乙
れ
を
自
身
で
容
休
化
す

る
視
点
が
、
乙
の
段
階
で
ま
だ
擁
立
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
ち
が
い
な
い
。

乙
れ
に
対
し
、
単
行
本
『
逃
亡
記
』
以
後
で
は
、
主
人
公
が
庶
民
の
好
芯
に
す
が
っ
て
、
自

身
を
招
知
的
存
在
と
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
心
の
深
耐
火
の
脱
走
同
盟
を
打
ち
あ
け
た
い
と
思
う

対
象
も
、
梨
の
木
の
あ
る
家
の
少
女
で
は
な
く
、
現
実
を
直
初
し
て
た
じ
ろ
が
ぬ
党
丹
の
方
そ

混
ん
で
い
る
。
夢
を
夢
と
し
て
客
体
化
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
祝
点
が
、
こ
乙
で
は
確
立
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
乙
の
根
底
に
は
、
お
そ
ら
く
、
作
者
自
身
の
庶
民
却
の
変
化
過
程
も
た
ど
ら

れ
る
ぞ
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
、
そ
れ
臼
件
に
深
入
り
す
る
余
裕
は
な
い
。
今
は
問
題
を
、
作

品
の
表
現
に
現
れ
た
作
家
の
内
に
な
る
村
村
の
動
き
と
、
そ
の
均
紡
の
取
り
方
に
の
み
限
定
し

て
考
察
を
近
め
る
乙
と
に
す
る
。

そ
の
点
を
見
る
芯
味
で
、
作
品
の
成
立
辺
紅
を
、
も
う
少
し
跡
付
け
て
み
る
と
、
「
逃
亡
記

伺
」
ま
で
、
大
き
く
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
方
向
に
傾
斜
を
比
せ
て
い
た
作
者
は
、
そ
の
二
カ
月

後
に
発
表
し
た
「
逃
亡
記
判
」
に
お
い
て
、
写
尖
主
義
的
方
向
へ
の
索
速
い
復
元
力
を
見
せ
て

い
る
。
「
逃
亡
記
判
」
に
お
い
て
は
、
先
訟
の
通
り
、
「
逃
亡
記
付
」

i
「
逃
亡
記
臼
」
に
拙

い
て
来
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
主
題
そ
鮮
明
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
の
に
加
え
て

乙
れ
を
相
対
化
す
る
た
め
の
工
夫
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
写
実
的
な
目
で
捉
え
ら
れ
た
、

三
郎
成
泣
像
の
提
示
す
る
羽
尖
が
そ
れ
で
あ
る
。
放
は
位
階
勲
付
一
寸
の
虚
松
性
を
見
抜
け
ぬ
た

め
、
一
生
を
支
配
者
に
翻
弄
さ
れ
る
哀
れ
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
存
在
に
よ
っ
て
、

被
支
配
者
の
現
実
的
姿
と
彼
ら
が
忠
品
川
に
励
む
組
由
が
明
示
さ
れ
、
「
逃
亡
記
臼
」
ま
で
で
少

年
ら
し
い
期
待
と
悶
い
を
込
め
て
拙
か
れ
て
き
た
切
る
い
庶
民
像
に
、
現
実
的
で
暗
い
背
景
が

与
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
三
郎
成
澄
の
存
在
が
提
示
す
る
庶
民
の
現
実
的
一
一
闘
は
、
脱
走
女
性

宇
佐
娼
婦
と
し
て
遇
す
る
庶
民
の
も
う
一
国
の
現
実
と
、
ち
ょ
う
ど
表
哀
の
関
係
に
あ
る
。
作
品

中
、
両
者
は
首
尾
照
応
す
る
形
で
、
作
品
全
体
の
背
景
を
形
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。

乙
乙
で
、
作
者
が
、
主
人
公
を
間
的
的
存
在
と
す
る
乙
と
を
拒
否
し
、
庶
民
に
対
す
る
甘
い
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参
を
脱
却
さ
せ
、
単
行
本
『
逃
亡
記
』
の
改
稿
が
、
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が

「
逃
亡
記
伺
」
成
立
直
後
の
昭
和
七
年
一
月
刊
『
R
O
M
A
N
』
所
収
の
「
逃
亡
記
伺
」
に
お

い
て
で
は
な
く
、
昭
和
九
年
四
月
の
単
行
本
『
逃
亡
記
』
に
お
い
て
で
あ
っ
た
乙
と
も
、
注
怠

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
乙
の
わ
ず
か
な
一
歩
に
も
、
作
者
は
そ
れ
な
り
の
時
間
を
要
し
て
い

忍
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
主
人
公
を
夢
か
ら
現
実
九
と
目
醒
め
さ
せ
る
予
定
は
、
あ
る
い
は
多
少
、
最
初
か

ら
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の
形
で
定
者
す
る
方
向
へ
と
、
作
者
の
気
持
ち
が
動
き
始

め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
室
の
浮
で
、
主
人
公
が
党
丹
の
報
告
に
接
し
た
時
か
ら
で
は
あ
る
ま
い

か
。
「
逃
亡
記
」
全
休
の
時
と
坊
所
を
特
定
し
た
「
逃
亡
記
制
」
の
執
筆
が
、
「
逃
亡
記
白
」

の
成
立
以
後
で
あ
っ
た
事
実
が
、
そ
の
何
よ
り
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と

作
者
自
身
の
見
え
す
ぎ
る
日
が
、
自
身
の
紡
い
で
来
た
歩
を
杭
〆
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多

を
拶
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
羽
突
の
粋
の
中
に
は
っ
き
り
と
封
じ
込
め
、
現
災
の
中
に
自
己

の
生
き
る
べ
き
恕
会
号
制
仰
銘
し
よ
う
と
決
芯
し
た
の
が
、

m行
本
『
逃
亡
記
』
の
改
』
杭
と
い
う

乙
と
に
な
る
。
党
丹
ピ
対
し
、
新
た
な
期
待
そ
寄
せ
る
乙
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
少
年
の
歩

と
、
大
人
の
見
る
現
実
と
が
明
確
に
区
別
駄
目
恕
さ
れ
た
の
は
、
単
行
本
『
さ
ぎ
な
み
軍
記
』
で

あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
乙
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
三
位
中
将
が
、
主
人
公
ぞ
形
式
的
侍
大

将
と
し
た
理
由
が
、
「
年
少
者
の
指
揮
す
る
部
隊
か
ら
脱
走
を
企
て
た
兵
草
を
出
し
た
乙
と
は

稀
れ
な
」
た
め
と
い
う
形
か
ら
、
「
会
速
の
折
押
す
る
一
云
々
」
と
改
め
ら
れ
、
=
一
位
中
将
の

部
下
支
配
の
原
理
が
、
一
二
郎
成
澄
の
場
合
と
同
じ
も
の
に
と
統
一
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
改
稿
過
程
を
合
む
、
「
逃
亡
記
」
全
体
の
創
作
過
程
に
、
多
を
追
い
な
が
ら
も
、

そ
の
拶
を
冷
厳
な
現
実
の
枠
組
の
中
に
封
じ
乙
め
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
更
に
新
し
い
期
待
を
持

た
ず
に
い
ら
れ
な
い
作
者
の
粉
神
の
動
き
方
そ
、
ひ
い
て
は
作
者
の
文
休
の
中
核
的
な
も
の
を

見
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。
あ
え
て
注
目
し
た
所
以
で
あ
る
。

だ
が
、
ま
だ
、
問
題
は
残
る
。
一
度
、
地
名
に
「
簡
の
津
」
と
実
名
を
用
い
て
い
な
が
ら
、

「
早
恭
月
記
」
以
後
、
再
び
乙
れ
を
「
室
の
津
」
に
改
め
、
最
終
的
に
乙
れ
で
統
一
し
た
の
は
何

故
か
と
い
う
問
題
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
が
、
乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
西
海
日
記
」
以
後
、
一

府
写
実
的
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た
作
者
の
文
体
と
の
関
述
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

・
円
ノ
。

王

次
の
「
西
海
日
記
」
と
「
早
春
日
記
」
は
、
査
的
に
見
て
、
全
体
の
約
五
分
の
一
と
五
分
の

こ
に
あ
た
る
。
だ
が
、
後
半
二
立
の
執
筆
時
期
が
、
昭
和
十
二
年
と
十
三
年
初
め
に
集
中
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
こ
章
聞
の
文
依
的
変
化
は
、
前
半
と
後
半
と
の
閲
の
変
化
ほ
ど
に
は
目
立
た

な
い
。後
半
に
入
る
と
、
文
体
か
ら
力
み
が
消
え
、
透
明
感
が
深
く
な
る
。
そ
の
原
因
は
、
作
者
が

表
現
の
表
府
的
な
語
り
口
の
函
白
さ
に
、
読
者
の
注
芯
を
ひ
き
つ
け
な
く
な
っ
た
乙
と
に
あ
る
。

前
半
で
駆
使
さ
れ
た
翻
訳
口
調
、
京
別
文
脈
表
現
、
位
相
差
の
大
き
い
言
誌
の
混
用
等
に
は
、

そ
の
効
果
を
計
丑
し
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
な
り
の
効
果
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
乙

に
は
同
時
に
幾
分
か
の
乱
反
射
効
果
と
い
っ
た
も
の
も
不
可
避
で
あ
っ
た
。
乙
れ
ら
が
後
半
に

入
っ
て
適
当
に
抑
制
さ
れ
た
乙
と
に
よ
り
、
文
休
に
ゆ
と
り
と
送
明
感
が
加
わ
っ
た
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
乙
こ
で
は
、
後
半
の
文
依
的
特
徴
を
見
る
上
で
、
よ
り
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
党
丹

の
存
在
と
、
彼
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
伝
間
情
報
に
注
目
し
て
み
た
い
。

党
丹
に
は
、
主
人
公
に
対
し
、
品
川
に
歴
史
社
会
的
情
討
に
関
す
る
適
確
な
情
報
と
、
乙
れ
に

対
す
る
故
笹
の
指
針
を
示
す
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
党
丹
の
伝
え
る
情
報
は
、

「
逃
亡
記
」
以
前
に
主
人
公
が
ね
て
い
た
情
報
に
比
べ
、
は
る
か
に
詳
し
く
事
尖
(
歴
史
文
学

注
的

お
よ
び
庇
史
設
に

3
か
れ
て
い
る
事
実
)
に
近
い
。
こ
の
た
め
、
そ
の
点
に
あ
い
ま
い
だ
っ
た

「
逃
亡
記
」
以
前
と
の
問
で
、
矛
盾
す
る
所
が
い
く
つ
か
出
て
来
た
。
先
き
に
お
抗
し
た
松

成
上
の
杜
撰
も
、
乙
の
点
と
閑
巡
す
る
。

作
品
の
後
半
と
比
較
し
た
場
合
、
「
逃
亡
記
」
は
、
や
は
り
夢
の
中
の
世
界
と
い
っ
て
よ
く
。

し
た
が
っ
て
地
名
も
仮
名
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
た
理
由
も
担
解
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
格
成
を

取
っ
た
結
来
、
主
人
公
は
、
動
か
ぬ
歴
史
社
会
的
現
尖
の
枠
組
み
の
中
に
白
か
れ
る
形
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
も
作
者
は
、
作
品
世
界
を
、
「
西
海
日
記
」
で
は
平
家
が
帝
都
で
羽
敵
と
さ
れ

九
州
を
氾
わ
れ
て
良
品
に
逃
げ
る
と
い
っ
た
時
期
に
、
「
早
春
日
記
」
で
は
一
の
谷
敗
戦
前
後

の
時
期
に
設
定
し
、
主
人
公
を
容
赦
な
く
絶
望
的
状
況
下
に
白
き
、
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
党
丹
の
伝
え
る
情
報
が
詳
し
く
正
確
な
だ
け
、
ま
た
、
形
式
的
に
せ
よ
侍
大
将

の
地
位
に
つ
い
た
主
人
公
が
、
的
晦
を
恥
辱
と
す
る
だ
け
に
、
よ
り
厳
し
く
現
実
に
文
面
す
る

松
追
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
実
際
的
行
動
而
で
は
党
丹
の
指
示
に
全
面
的
に
従
っ
て
い

る
主
人
公
が
、
生
き
抜
く
桁
神
的
姿
勢
と
い
っ
た
も
の
で
は
、
乙
れ
を
庶
民
か
ら
学
び
取
っ
て

い
る
こ
と
に
も
注
芯
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
庶
民
の
好
忠
を
求
め
よ
う
と
す
る
甘
え
は
「

逃
亡
記
」
で
脱
却
し
た
の
だ
が
、
庶
民
へ
の
閃
心
は
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
西
海
日
記
」

至
っ
て
、
主
人
公
の
部
下
や
抗
防
淫
が
数
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
っ
て
姿
を
現
わ
す
の
も
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そ
の
結
果
と
言
っ
て
よ
い
。
小
太
郎
が
大
万
を
研
ぐ
音
で
楽
し
く
目
を
醒
し
た
り
、
捕
虜
の
申

し
出
に
よ
っ
て
、
六
波
羅
文
化
の
片
身
と
も
一
言
う
べ
き
銀
の
鞍
で
、
矢
じ
り
を
造
ら
せ
る
の
は

主
人
公
の
歌
の
わ
か
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
う
い
っ
た
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
柏
仕
事
に
耽
っ
て
柏
歌
を
歌
う
捕
虜
の
木
工
に
、

主
人
公
が
羨
望
を
感
じ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

捕
虜
の
木
工
は
山
の
松
の
木
を
切
り
倒
し
て
ゐ
た
。
(
略
)
私
た
ち
は
明
日
に
も
こ
の

磯
を
引
き
去
っ
て
行
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
木
工
は
、
す
で
に
崖
の
根
の
馬
目

樫
の
大
木
の
下
に
地
な
ら
し
の
縄
絞
り
を
設
け
て
ゐ
る
o

地
鋲
め
の
制
の
校
も
立
て
て
ゐ

る
。
そ
の
地
図
に
見
取
図
に
描
い
て
あ
る
や
う
な
家
を
建
て
る
つ
も
り
で
あ
ら
う
。
彼
は

拙
仕
事
に
耽
っ
て
と
き
ど
き
柏
歌
さ
へ
も
う
た
っ
て
ゐ
た
が
、
気
ら
く
さ
う
に
立
ち
働
く

彼
の
姿
を
見
て
ゐ
る
と
、
私
は
む
ら
む
ら
と
彼
の
心
懐
が
羨
ま
し
く
な
っ
て
来
る
の
で
あ

っ
た
。

乙
乙
で
は
、
捕
虜
と
い
う
「
不
当
な
身
の
上
を
観
念
し
」
、
徒
労
に
終
る
で
あ
ろ
う
仕
事
に

打
ち
込
ん
で
安
ん
じ
て
い
る
木
工
に
、
主
人
公
が
羨
望
を
感
じ
て
い
る
。
彼
自
身
も
ま
た
、
絶

望
的
運
命
の
下
に
あ
っ
て
「
不
当
な
身
の
上
」
に
あ
る
こ
と
で
は
、
捕
虜
と
変
る
と
こ
ろ
が
な

い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
党
丹
等
が
荷
積
み
船
六
肢
を
分
捕
っ
た
と
知
っ
て
、
早
速
深
須

の
九
郎
に
言
い
つ
け
、
「
今
ぞ
否
ひ
立
つ
べ
き
と
き
で
あ
る
」
と
呼
ば
わ
ら
せ
た
時
の
主
人
公

は
、
ま
だ
、
そ
れ
が
捕
虜
の
拙
仕
事
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
と
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
翌
日
、
党
丹
か
ら
九
州
に
お
け
る
平
家
一
門
の
絶
望
的
運
命
を
聞
い
た
主
人
公
が
、

涙
を
押
え
て
は
じ
め
て
部
下
に
訓
辞
し
た
時
は
、
い
や
で
も
自
身
が
、
捕
虜
の
木
工
と
同
質
の

生
を
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
乙
と
を
自
覚
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
「
西
海
日
記
」
の
主
人
公
は
、
歴
史
社
会
的
情
勢
か
ら
す
れ
ば
当
然
結
論
さ
れ

る
絶
望
的
状
況
下
に
あ
っ
て
、
な
お
、
徒
労
を
恐
れ
ず
可
能
な
限
り
の
こ
と
を
尽
し
、
そ
こ
に

安
ん
ず
る
生
き
方
を
捕
虜
の
木
工
に
学
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
き
び
し
い
現
実
の
中
で
、
何
と
か

夢
を
求
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
乙
乙
に
も
貰
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
作
者
は
、
「
早
春
日
記
」
に
至
る
と
、
こ
う
し
た
生
き
方
の
中
に
、
人
為
の
自
己

目
的
化
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
乙
れ
も
否
定
す
る
。
宮
地
小
太
郎
の
死
が
そ
れ
で

あ
る
。
批
判
は
明
ら
か
さ
ま
で
な
い
が
、
一
の
谷
の
戦
い
が
平
家
に
と
っ
て
勝
ち
目
の
無
い
、

無
怠
味
な
戦
い
と
な
っ
た
こ
と
を
党
丹
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
る
宮
地
小
太
郎
の
限
界
は
、
す
で
に
見
え
て
い
る
。

小
太
郎
は
寧
ろ
平
然
と
し
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
老
武
者
は
大
将
軍
の
馬
前
に

お
い
て
、
敵
を
蹴
散
ら
す
乙
と
が
大
好
き
な
の
で
あ
る
o

戦
闘
は
激
し
け
れ
ば
激
し
い
ほ

ど
、
彼
は
そ
れ
を
見
事
な
戦
闘
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

自
己
目
的
化
し
た
行
為
の
た
め
、
激
し
く
戦
っ
て
死
ぬ
小
太
郎
に
対
し
、
党
丹
は
徹
底
的
に

悶
士
山
を
失
い
、
戦
悶
の
大
勢
が
決
し
た
と
見
る
や
あ
っ
さ
り
と
陣
そ
捨
て
、
主
人
公
と
共
に
海

上
に
逃
れ
て
し
ま
う
。
自
己
目
的
化
し
た
行
為
の
否
定
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
主
人
公
に
と
っ
て
、
最
後
の
将
神
的
支
柱
と
も
い
う
べ
き
党
丹
で
す
ら
、
彼
の
記

す
「
寿
永
記
」
に
よ
れ
ば
、
平
家
の
滅
亡
を
歴
史
的
必
然
と
し
、
彼
自
身
も
「
自
然
の
流
れ
に

し
た
が
っ
て
世
を
の
が
れ
る
た
め
」
平
家
一
円
に
加
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
主
人
公
に
と
っ
て
、

mm前
児
島
の
城
括
経
営
も
、
希
望
を
托
し
得
る
も

の
で
は
も
は
や
な
い
。
最
後
ま
で
、
最
善
の
努
力
を
尽
し
て
み
る
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
し
か

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
は
や
部
念
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
主
人
公
が
、
白

石
島
の
土
民
の
矢
に
あ
た
っ
て
倒
れ
た
時
、
そ
の
眠
り
が
静
か
な
の
も
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
た

め
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

観
念
の
虚
妄
を
見
抜
く
作
者
の
目
は
、
ど
乙
ま
で
も
厳
格
な
た
め
、
自
身
の
夢
を
食
い
破
り

つ
つ
あ
く
ま
で
も
現
実
に
肉
迫
し
、
十
六
歳
の
少
年
を
し
て
早
く
も
諦
念
に
至
ら
し
め
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
作
者
は
厳
格
な
リ
ア
リ
ス
ト
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
「
早
春
日
記
」
に

至
っ
て
、
人
聞
が
生
活
し
て
行
く
上
で
の
狼
維
な
面
に
目
を
向
け
て
い
る
の
も
、
作
者

ωそ
う

し
た
面
で
の
成
長
の
結
果
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
「
早
春
日
記
」
に
お
い
て
、
主
人
公
が
一
極
の
詩
念
に
透
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ

て
、
作
者

ω庶
民
に
対
す
る
熱
い
目
指
し
が
こ
乙
で
打
ち
切
ら
れ
た
と
見
る
の
は
早
計
で
あ
る

「
続
・
さ
ざ
な
み
軍
記
」
に
は
、
児
島
に
お
け
る
一
程
の
植
民
事
業
と
、
約
根
の
妹
ち
ぬ
と
主

人
公
と
の
家
庭
的
愛
の
芽
生
え
が
ほ
の
め
か
さ
れ
、
党
丹
の
「
民
意
至
上
」
と
い
っ
た
立
見
も

示
さ
れ
て
い
る
。
観
念
の
虚
一
去
を
見
抜
く
冷
厳
な
自
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
そ
れ
は
一
層

強
化
さ
れ
て
い
く
傾
向
を
見
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
者
の
庶
民
に
対
す
る
ほ
と
ん
ど

老
荘
的
な
人
間
愛
は
な
お
、
尽
さ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
最
初
の
芯
凶
と
そ
の
意

欲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
続
・
さ
ざ
な
み
軍
記
』
が
書
き
つ
が
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の

姿
勢
と
別
の
思
想
的
行
き
づ
ま
り
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

『
雪
国
』
が
、
「
事
実
か
ら
初
次
的
に
た
ち
の
ぼ
っ
た
ゆ
め
の
統
合
体
」
で
あ
り
、
そ
の
世
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界
を
日
本
の
伝
統
文
化
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
だ
い
位
す
れ
ば
、
『
さ
ざ
な

み
軍
記
』
は
、
日
本
の
代
表
的
古
典
と
歴
史
と
に
素
材
を
求
め
つ
つ
、
そ
乙
に
、
作
者
の
現
実

を
生
き
抜
く
べ
き
理
念
を
研
ぎ
出
そ
う
と
し
た
作
品
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
両
者
の
具
体
的
表

現
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
続
稿
に
ゆ
ず
る
乙
と
に
す
る
。

注
川
戎
郷
克
美
「
井
伏
師
二
『
さ
U
C
な
み
中
島
記
』
論
」
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(
日
本
文
学
研
究
資
料
長
書
『
井
伏



間
二
・
深
沢
七
郎
』
有
精
堂
昭
臼
・
日
刊
収
)

凶
「
逃
亡
記
付
」
冒
頭
注
、
お
よ
び
単
行
本
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
自
序
に
よ
れ
ば
、
こ
の

時
の
も
の
が
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
。

同
磯
貝
英
夫
「
雪
国
|
1
作
品
分
析
の
方
法
|
|
」
(
『
昭
和
初
頭
の
作
家
と
作
品
』
明

治
書
院
昭
日
・

6
刊
収
)

川
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
に
は
、
父
を
教
盛
と
明
記
し
「
逃
亡
記
伺
」
官
頭
注
で
「
某
中

納
言
と
い
ふ
人
の
末
子
」
と
す
る
の
で
わ
か
る
。

同
寺
田
遊
「
井
伏
鱒
二
論
」
(
注
川
に
同
じ
。
)

開
白
井
吉
見
「
井
伏
間
二
|
|
古
典
主
義
的
|
|
」
(
『
作
家
論
控
え
帳
』
筑
摩
書
房
昭

回
・

4
刊
収
)

問
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
初
出
稿
で
は
、
軍
兵
の
数
も
平
家
物
語
だ
け
に
依
っ
て
い
る
が

「
早
春
日
記
」
で
は
、
歴
史
書
も
参
照
の
上
、
使
い
分
け
て
い
る
し
、
改
稿
も
そ
の
方
向

で
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
誤
り
も
無
い
で
は
な
い
。
「
早
春
日
記
」
に
は
、
一
月
三

十
一
日
ま
で
の
記
事
が
あ
る
が
、
玉
業
に
よ
れ
ば
、
寿
永
三
年
一
月
は
小
の
月
で
、
二
十

九
日
ま
で
し
か
無
い
。
ま
た
、
元
暦
改
元
も
四
月
十
六
白
か
ら
で
あ
る
。

同
磯
貝
英
夫
「
『
雪
国
』

1
1
1
作
品
分
析
の
方
法
|
|
」
「
『
雪
国
』
の
写
生
」

に
同
じ
)
参
照
。

(
注
川
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